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こんにちは、株アカデミー事務局です。 

 

今回は高木さんという 

 

アカデミー生の方を紹介させていただきます。 

 

 

 

高木さんは、 

 

7 月 30 日（土）に開催された 

 

過去トレブートキャンプにご参加いただいた方です。 

 

 

 

当日は 

 

朝 9 時～19 時まで徹底的に過去トレードを 1年間分 

 

行っていただきました。 

 

 

 

実は高木さんは２０１４年に 

 

株アカデミーに入学されたのですが、 

 



資金が十分に無かったことから 

 

実際の本番トレードは始められていませんでした。 

 

 

 

しかし、 

 

資金が用意できた今、 

 

「もう一度しっかりと手法を復習して 

 

本番トレードに臨みたい」 

 

という想いをもって 

 

７月の過去トレブートキャンプに参加してくださいました。 

 

 

 

そしてブートキャンプ参加後には、 

 

「次があれば絶対また参加したい！」 

 

という感想をおっしゃってくださいました。 

 

 

 

やはり、普段１人で過去トレをやる環境とは全く違い、 

 

イベントに参加して過去トレを行うと 

 

非常に多くのメリットがあったということです。 

 

 

 



そこで今回は、全３回のメールで 

 

「実際にブートキャンプに参加すると何が得られるのか？」 

 

ということを 

 

高木さんへのインタビューを通じて 

 

お伝えさせていただきます。 

 

 

 

当日高木さんがイベント中に習得した 

 

あなたのトレードに役立ててもらいたいトレードテクニック 

 

についてもお話していただいておりますので、 

 

ぜひじっくりご覧いただき、 

 

参考にしていただければ幸いです。 

 

 

 

それでは 

 

本日は、まず高木さんのこれまでの道のりから 

 

紹介させていただきます。 

 

 

↓ 
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投資の場合は市場が飽和することが考えられない、 

 

という点も魅力に感じました。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

ー はじめに、自己紹介をお願いします。 

 

 

高木さん： 

 

「高木と申します。 

 

今は IT 関連企業で経理をしております。」 

 

 

 

 

ー もともと何か副業はされていましたか？ 

 

 

高木さん： 

 

「Youtube のアドセンスなんかは少し興味を持ったことはありましたが、 

 

そんなにがっつり取り組むことはありませんでしたね。」 

 

 

 

 

ー なぜでしょうか？ 

 

 

高木さん： 

 



「そういう稼ぎ方って市場が飽和することがあるじゃないですか。 

 

ですからそこまで魅力を感じなかったんです。」 

 

 

 

 

ー なるほど、確かにそうですね。 

 

では、投資に興味を持たれたのは、どういったキッカケからでしょうか？ 

 

 

高木さん： 

 

「２年くらい前に 

 

下山さんと土屋さんの動画を観て投資に興味をもちました。」 

 

 

 

 

ー 動画を観られて、どのようなことを感じられましたか？ 

 

 

高木さん： 

 

「下山さんが、ホワイトボードで手法を説明されていたんですが、 

 

確かに理屈は通っているなあと思いました。 

 

株式投資をするとしたら 

 

その銘柄の情報とか、知識が必要だと思っていたのですが、 

 

この手法だったら、そういった情報や知識がなくても 

 



利益が出るだろうなと感じました。 

 

かなり斬新でしたね。」 

 

 

 

 

ー 斬新すぎて怪しいな、とかは思いませんでしたか？ 

 

 

高木さん： 

 

「いえ、全く思いませんでした。 

 

完全に理屈が通っていましたし。 

 

あとやっぱり 

 

アドセンスとかアフィリとか 

 

他のそういった稼ぎ方と違って 

 

投資の場合は市場が飽和することが考えられない、 

 

という点は、やはり大きい魅力だと感じました。」 

 

 

 

 

ー 当時、他にも投資のスクールとかは検討されていましたか？ 

 

 

高木さん： 

 

「一応いくつかチェックはしていました。 

 



うねりどりを教えてくれる株のスクールとか。」 

 

 

 

 

ー FX のスクールなどもチェックされましたか？ 

 

 

高木さん： 

 

「いえ、FX の場合はレバレッジが高すぎて 

 

失敗したら首吊るんじゃないか 

 

とか考えていたので・・・チェックしませんでした。 

 

もちろん株も信用取引を使えば 

 

レバレッジ３倍まで可能ですが、 

 

まあ３倍ならなんとかなるかと。」 

 

 

 

 

ー 最終的に株アカデミーを選んでいただいた理由は何でしょうか？ 

 

 

高木さん： 

 

「私がチェックした他のスクールは 

 

知識がたくさん必要で、 

 

資金力にものを言わす手法を教えていたんです。 

 



でも株アカデミーの場合、投資の知識はほぼ要りませんし 

 

資金も３０万円から始められるので 

 

間口が広いように感じた、というのが理由ですね。 

 

 

あと、株でも現物の手法ですと、 

 

上げ相場でしか利益が取れないので 

 

失敗して塩漬けになる可能性もあるな、 

 

と思って。 

 

なので信用取引を使う波乗りの手法に 

 

魅力を感じたんです。 

 

 

それと、この手法の場合、手軽にできるじゃないですか。 

 

トレードって何台もモニター並べてやるものだと思っていたんですが 

 

この手法だとスマホと紙と鉛筆さえあれば 

 

手軽にトレードできますし。」 

 

 

 

 

ー 確かにそうですね。 

 

ちなみに株アカデミーへの入学は 

 

すぐに決意していただいたのでしょうか？ 



 

 

高木さん： 

 

「はい、即決でした。」 

 

 

 

 

ー 参加費とかは気になりませんでしたか？ 

 

 

高木さん： 

 

「街で普通に見かけるような投資スクールなんかでも 

 

５０万、１００万くらい平気でかかってしまうので 

 

全く気になりませんでした。」 

 

 

 

 

ー そして実際に入学された時期が・・・ 

 

 

高木さん： 

 

「はい、２０１４年の８月に入学しました。」 

 

 

 

 

ー 入学されてからは、 

 

どのようにカリキュラムを進められましたか？ 



 

 

高木さん： 

 

「デモトレとか、過去トレとかを始めました。 

 

ただ、当時は資金があまり無くて・・・ 

 

実際に本番のトレードは始めていませんでした。」 

 

 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ここまで＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

 

 

今回のインタビューでは、 

 

高木さんが 

 

株アカデミーと出会って入学されるまでのお話を 

 

うかがいました。 

 

 

 

「株は、市場が飽和することが考えられない」 

 

ということをおっしゃってくださっていましたが、 

 

本当にその通りですよね。 

 

 

 



そしてこのような恵まれた環境は 

 

他のビジネスでは考えられません。 

 

 

 

もし投資以外の別のジャンルで 

 

稼げるようになったとしても 

 

必ず頭打ちになる日が訪れます。 

 

それが稼げる市場であればあるほど、 

 

参加者が増えて、限られたパイを奪い合う状態になります。 

 

そして、いずれ利益が右肩下がりになることは 

 

間違いありません。 

 

 

 

しかし、株の場合、 

 

市場規模があまりにも巨大ですので 

 

そういった心配は不要です。 

 

むしろ参加者が増えれば増えるほど 

 

資金が流入しますしね。 

 

市場が無くなる可能性もほぼありません。 

 

 

 



ですから、 

 

もしあなたが今はまだ思うように 

 

利益が獲得できていなかったとしても 

 

株で稼げるようになれば 

 

長期的に考えてどれほど美味しい人生が待っているか、 

 

ということをイメージしてもらえれば幸いです。 

 

 

 

では、次回は 

 

いよいよブートキャンプ当日に 

 

高木さんがどういったテクニックを学び、習得されたのか 

 

という話を紹介させてもらいます。 

 

 

 

役立つテクニックの話が盛りだくさんなので 

 

ぜひご覧になって 

 

あなたのトレードの参考にしてください。 

 

 

 

それでは本日も 

 

最後までご覧いただき、ありがとうございます。 

 



 

 

 

 


